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はじめに
人口増加傾向の続く本市において、総人口に占める65歳以上人口の割合である「高齢化率」は国や大阪府より下回る水準で推移しています。令和５年（2023年）９月末日現在、65歳以上人口は90,746人、高齢化率は23.7％で、第７期吹田健やか年輪プラン（吹田市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画）初年度である平成30年度（2018年度）の高齢化率（23.7％）からほぼ横ばいとなっています。
しかし、本市においても65歳以上人口は増え続けていることから、今後は高齢化率も上昇し、2050年には34.7％となり、実に総人口の３人に１人が65歳以上になると見込んでいます。
本市では、第７期より、団塊の世代が75歳以上となる2025年までの道筋を示したロードマップを策定し、地域包括ケアシステムの構築に向けた取組を実施してきました。2025年を目前に控えた今、本市の65歳以上人口がピークを迎える2050年を見据え、制度・分野の枠や従来の「支える側」「支えられる側」という関係性を超えて、人と人や社会がつながる地域づくりを進めていくためには、地域包括ケアシステムのさらなる深化・推進と、その先にある地域共生社会の実現が必要です。
そのため、本計画では第８期の将来像である「身近な地域で共にいきいきと安心・安全に暮らせるまち～ずっと吹田で、ずっと元気に～」を引き継いだ上で、2050年における本市の理想像を示し、その理想像実現のために取り組むべき施策の方向等を示したロジックモデルを策定しました。このロジックモデルで設定した施策の方向等の具体的な取組を本計画に記載しています。
年齢を重ねても、身近な地域で共にいきいきと、ずっと吹田で、ずっと元気に暮らしていただけるよう、行政も全庁挙げて取り組んでまいりますので、市民や関係機関・団体の皆様のより一層のお力添えを賜りますよう、お願い申し上げます。
[image: ]結びに、本計画の策定に当たり、活発なご議論と貴重なご意見をいただきました吹田市社会福祉審議会高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画推進専門分科会の委員の皆様をはじめ、高齢者等の生活と健康に関する調査にご協力くださった皆様、パブリックコメントをお寄せいただいた皆様、関係各位に心からお礼申し上げます。
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